
 令和７年度 風の子保育園 事業報告 

 

風の子保育園のめざすもの（運営理念） 

➀子ども達が自然の中でのびのび育つことのできる保育園 

 集団の中で一人一人が大切にされ、自主性と社会性を身につけ豊かな感情と思考力の

発達をめざした保育を！ 

➁産休明けから就学まで、年齢・障害・保育時間を問わず、保育を必要とする子ども・

保護者の立場にたった保育の創造をめざそう！ 

➂父母・職員・後援会・地域住民がひとつになって、皆でつくり皆で育て地域から愛さ

れる保育園に！ 

➃子ども・父母・職員の立場を大切に、皆の財産である保育園を民主的に運営しよう！ 

➄保育をめぐる様々な要求を大切にし、その一つ一つを子どもと保育を必要とする父母

の立場に立って、実現できるよう保育運動を発展させよう！ 

 

【園内体制について】 

 今年度の園児最終人数は 125 人となりました。ここ数年、定員割れをしていた中、定員

を上回る園児の受け入れができたことは、昨年度と同様、園全体が落ち着いているからだ

と思います。保育士体制を整えることは勿論ですが、日々の保育の中で各クラスの職員が

「子どもにとって」に立ち戻り、保育環境、保育内容を試行錯誤しながら考えて実践する

中で、子どもたちの保育園生活の安定に繋がっていると思います。 

新たな取り組みとして、国の１歳児配置改善に対する加算条件の一つにある、ICT の導入

を行いました。現在は、登降園管理システムと保護者連絡(メール)で活用をしています

が、今後も ICT の活用は進んでいくと思います。時代の流れではありますが、保護者、職

員にとって良い活用の仕方で行っていきたいと思います。 

新体制から 5 年が経ち、改めて風の子の保育を引継ぎ、皆で試行錯誤しながら保育を創っ

ていると感じています。その中で、職員ひとり一人が自身の職務と責任を意識し、日々目

の前の子どもたちと、保護者と向き合ってくれています。そのことに感謝すると共に、引

き続き「子ども・保護者・職員にとって」に立ち戻ることを大切にし、来年度へ繋げてい

きたいと思います。 

 令和７年度 年間園児数と入園状況   定員増 

歳児 定員 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

0 歳 12 4 4 7 8 11 12 15 15 15 15 15 15 

1 歳 16 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 

2 歳 20 18 18 18 18 18 18 20 20 20 20 20 20 

3 歳 24  24  24 25  25  25 25 25  25 26 26 26 26 

4 歳 24 25 25 25 25 25  25 25 25  25  25 25  25 

5 歳 24  20  20 20 20  20  20  20  21  21  21  21  21 

 

合計 

 

120 

 

108 

 

108 

 

112 

 

114 

 

117 

 

118 

 

123 

 

124 

 

125 

 

125 

 

126 

 

125 

０歳児は 4 人からスタートし、９月で定員 12 人となりましたが、在園児の保護者の仕事

復帰のため 10 月より 15 人まで受け入れ人数を増やしました。今年度の途中入園児は 18

人(０歳、２歳、３歳、５歳)でした。年度内の退園時は０歳児２名(他県、他国への引っ

越し)でした。 



【具体的な取り組み】 

１，保育 

（１） 子ども一人一人の発達を保障し、子ども理解を深めていく 

・乳児保育『 0.1 歳児の柔軟な園児受け入れに伴う、保育環境と保育体制作り 』 

子どもの人数が増える中、環境が変わっても柔軟に対応できる子どもの姿を見る

と、生活の中では安定してきていると思います。半面、遊びの中では園庭での子

どもの主体的(自由さ)な姿と、室内では大人主体となっている違いが保育総括

から見えてきました。生活、遊びを通して保育環境を見直し、子どもが主体的に

なれる保育環境と保育内容が今後の課題だと思います。 

・幼児保育『 異年齢保育の開始 』 

異年齢保育では、3．4．5 歳児(縦割り)が 4 つのグループに分かれて、生活を中

心にグループ活動を行っています。異年齢保育を通して、『見て、真似して、や

ってみる』子どもの主体性や、小さいお友達に教えてあげたり、困っているお友

達のことを気にかけてくれたり、相手を思いやる優しさが育っていることが良さ

として挙げられます。 

反面、異年齢の中で歳児の子どもの育ちと発達の抑えをした中で、活動内容計画

を立てていくことが課題です。 

 

子どもたちはどんな環境の中でも、柔軟に対応していくことができていると思い

ます。だからこそ、私たち保育士は、「子どもにとって」に立ち戻り、楽しい保

育計画を立てると共に、一人ひとりの子どもの育ちをきちんと捉え、発達と結び

つけていきたいと思います。また、保育者同士の連携を保育を創っていくことが

今後の課題だと思います。 

 

（２） 保護者と共に 

園行事の日程の見直しと、地域との繋がりを図る取り組みを保護者と共に行いま

した。 

・園行事／父母の会活動の充実 

 夏まつり 9 月開催(9/20(土)) 

 バザー・子育て(人形劇)(11/29(土)) 

 幼児親子遠足(11/28(金)) 

・地域との繋がり 

 高部ふれあいまつりへの出店(10/19(日)) 

 

２，経営 

（１）職員状況 

今年度入園した２歳児が５月に１型小児糖尿病と診断されました。その為、園生

活の中で血糖値の把握、インスリンの投与が必要とする医療ケア児となり、看護

師が必要となりました。看護師が見つかるまでの６月から８月までの期間は、保

護者に食前のインスリンの投与をお願いし、血糖値の把握はクラスの保育士に行

ってもらいました。９月より看護師（週３日パート）を採用し、週２日は保護者



にきてもらうことにしまた。11 月より 1 名看護師(パート)が確保できました。現

在は、インスリンポンプに変更し(自動にインスリンが入っていく)、食前のボー

ラスインスリン投与が必要なため、看護師が投与を行っています。また、保育中

の血糖値の低下によって補食が必要となるため、看護師 2 名とクラスの保育士と

の連携の中、医療ケア体制をつくってきました。 

幼児職員の産前産後、育休に伴い、8 月より派遣より保育補助、12 月より 0 歳児

に保育士(臨時職員)を採用しました。年度途中での退職職員は 9 月パート職員 1 名

(家庭の事情)、11 月臨時職員 1 名(体調不良)でした。 

 

(採用) 

・ 4 月 調理師  正規１名 

・ 8 月 保育補助 フルパート 1 名(派遣) 

・ 9 月 看護師  パート 1 名(４H 月・水・金) 

・11 月 看護師  パート 1 名(3.5H 月・水・金)(5.5H 火・木) 

・12 月 保育士  臨職 1 名 

(退職) 

・ 9 月  保育士 パート 1 名(地域担当) 

・11 月 保育士 臨職 1 名 

(産休・育休) 

・ 8 月 保育士 正規 1 名 

 

（２）給与改善 

   （ベースアップ） ・8000 円 

（初任給変更）  ・短大卒 1 級 3 号俸 185,000 円 

・大学卒 1 級 5 号俸 188,000 円 

（定期昇給） ・3 号俸 

   （賞与）  ・4.6 か月 

   （福利厚生） ・トレーナ又はＴシャツの貸与 

   （給食費の変更） ・200 円から 250 円に変更 

 

（３）近隣の土地購入に向けて 

地主さんとの話し合いが、地主さんの都合上中断している。 

園の見通しの中で、50 周年までに活用又は完成ができるように話を進めていきた

い。土地の購入にあたって、活用目的をもう一度検討していきたい 

 

（４）環境整備 

電力との兼ね合いから設置が難しいといわれ、大きな課題であった幼児室のエア

コン設置でしたが、5 月に設置ができました。あわせて、6 月に 2 歳児ランチルー

ムのエアコン設置を行い、熱中症対策のための環境を整えることができました。

熱中症対策は今後も続いていきますが、子ども、職員にとって保育園生活が安心

安全に過ごせるよう、保育環境を見直し改善していきたいと思います。 



 

・幼児室(2 部屋)エアコン設置(5/10、11)スペース空調 2,100,000 円 

・2 歳児ランチルームエアコン設置(7/5、6) スペース空調  500,000 円 

・幼児プール塗装塗り替え(5/24、25)イハラ 682,000 円 

・あそびま人工芝張り替え(9/21、22、23)ジャクエツ 1,100,000 円 

小規模修繕補助金(550,000 円) 

（５）ICT の導入 

国の 1 歳児配置改善の補助金に伴う条件の 1 つにある、ＩＣＴの導入を行いまし

た。ＩＣＴの活用については、『はい・チーズ！』のシステムを導入し、登降園の

管理と保護者へのメール連絡、出席簿の活用をしています。登降園に関しては、

保護者はスムーズに行うことができ、職員は園児の登降園の時間の記録がチェッ

クに変更したことで、仕事の軽減になりました。反面、登園時に保護者が園内ま

で必ず来ることで、駐車場の混雑が一定時間ですが見られますが、職員を配置し、

混雑が最小にできるようにしていきたいと思います。 

 

6 月より導入(はい・チーズ！システム)開始 

・園児登降園システム 

・保護者・職員メール登録・配信 

写真（はい・チーズ！）フォト 5 月～ 

 

３、防災 

減災教育研修では、正しい防災教育について学びました。その中で、避難訓練のや

り方の見直しが必要だと思いました。子どもたちが「命を守る 4 つの力」(想像す

る力・正しく捉える力・選ぶ力・実行する力)を育む避難訓練をどのように実践し

ていくかが今後の課題です。 

 

   ・乳児避難車購入(2 台) ジャクエツ 452,000 円 

   ・減災教育研修 園児(幼児)、職員 

   ・備蓄品  

 

４、５０周年に向けて 

  進捗状況 

  （案） 

   日程 検討中 

   内容 ・50 周年式典は法人と一緒に行う(日程、内容は検討) 

・卒園生と集う会にしたい 

       懐かしむ 

       イベント的なものをどうするか？は今後検討課題 

      ・在園児はどうするかは、今後、検討課題 

 


